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7月は自治労「安全衛生月間」

過重労働を撲滅するための実効性ある対策とメンタルヘルス課題の前進を！

2015自治労安全衛生月間スローガン入選作品

「気づいてよ　となりの仲間は　大丈夫？」

　自治労は毎年7月を「安全衛生月間」と位置づけ、快適な職場環境と労働安全衛生を確立するための取組みを進めています。
全国で自治体職員が大幅に減少

2005年から行われた「集中改革プラン」等によって、地方自治体の職員数は大幅な減少を続けています。
また、過労やストレスにより心身の健康を害する職員も年々増え続けており、業務全般に支障を来していることも事実です。
さらに、東日本大震災では緊急時対応に必要な人員の不足が浮き彫りになり、大規模災害時における公共サービスの重要性について改めて見直しを行うことが求められています。
県においても、多くの職場で人員不足による時間外勤務が増加するとともに、臨任・非常勤等職員が正規職員の業務を担っている現状があります。
過重労働の撲滅に向けて労使協議を！

当局の公式な資料（2013年度）では、時間外勤務の月100時間超が153人、2～6か月平均80時間超が110人、月45時間超が2,154人となっています。しかし、実際はこの数倍いると推測され、多くの職員が過労死の淵に追いやられているのが実態です。

当局は「行政改革大綱」でまたしても「残業ゼロ」を表明していますが、本当に実現できるのでしょうか。恒常的な時間外勤務は、人員削減と業務量の増加に原因があると思います。

過重労働の撲滅に向けて、労使協議の下、まず実態を把握し、原因を究明し、そして具体的な対策を話し合い、実行していくよう当局に求めていきます。
長期病休者の全国状況
　地方公務員安全衛生推進協会の「2013年度地方公務員健康状況等の現況」によると、地方公務員の自殺者は134人で、在職死亡者の19.8％を占め、がんに続く死亡原因の第2位となっています。

自殺とうつ病などの精神疾患との関連性は、非常に強いことが指摘されており、メンタルヘルス問題は深刻です。また、同調査によると、精神及び行動の障害を理由とした１か月以上の長期病休者数は、9,070人となり、そのうち51.5％がメンタル不調による病休となっています。精神及び行動の障害による長期病休者は年々増加し続けている状況にあります。

職場におけるメンタルヘルス対策が重要となっている中、2014年に過労死等防止対策推進法が成立し、11月から施行されています。具体的な施策はこれからですが、法律で国や地方公共団体の責務を規定し、相互に協力しながら「過労死等を防止するための対策」を効果的に推進するよう定めています。
メンタルヘルス対策の充実は重要課題！

自治労県職労は、10年以上前からメンタルヘルス対策を重点課題に位置付けて運動を進め、相談窓口の開設、リハビリ勤務・傷害保険の導入、精神科産業医の配置など、多くの成果を実現してきました。
しかし、複雑・多様化する業務と少ない人員の中で、メンタル不全に陥る県職員が後を絶たない現状からすれば、まだまだ十分とは言えません。

「働き過ぎ」に歯止めをかけ、職員が心身ともに健康で快適に仕事が進められるよう、自治労県職労は引き続き、問題の提起や課題改善に向けた取組みを進めていきます。
「夏の拡大時差出勤」の実施

労使確認事項に反している場合や
意見は組合事務所まで！
現在、拡大時差出勤を行っていない職員でも、希望すれば7月と8月の2か月間に限って時差出勤を行うことができる「夏の拡大時差出勤」が実施されています。

しかし、「早出勤務」は、終業時間が厳守されなければ、単なる「労働時間の延長」になります。そこで、県労連（労働時間小委員会）は、当局との間で下記の事項について確認を行いました。

これらの内容に反して実施されている場合、また意見などがありましたら、組合事務所にご連絡ください。当局に改善を求めます。

＜県労連との労使確認事項＞くりえいてぃぶ№972号より再掲
組合：希望しない職員に強制しないこと。
当局：強制はしない。
組合：「消灯の励行」は各所属の管理職が毎日18時あるいは19時まで残り、残業している職員に対して「消灯して退庁」するよう促すこと。
当局：管理監督者により消灯を励行する。
組合：「早出」職員に対して、各所属の管理職が7時間45分に達した時点で退庁を促すこと。
当局：実施要領の趣旨を踏まえ、所属長から促す。結果は終了後のアンケートで集約する。
組合：予算・監査・議会（本会議・委員会は除く）・サマーレビュー等全庁的業務について、7時からの時差出勤者の終業時間である15時45分以降に会議等を設定しないこと。
当局：基本的にサマーレビュー等は15時45分以降には設定しない。やむを得ず行う場合は、２日前に拡大時差をはずし（通常出勤にする）対応するケースもある。時間外の打ち合わせは禁止する。
組合：19時以降も残業せざるを得ない所属については、その原因を明らかにさせ、解決策を策定させること。
当局：８月終了後に結果をまとめるので、その際に通常期でも反映させることができる行動例などを集約する。

自治研ＵＮＤＥＲ３５合宿
に参加しませんか！
ＵＮＤＥＲ35とは、佐賀自治研の関連企画として、若手メンバーを中心に何か取り組んでみようという想いから生まれた「若者による若者のための」試みです。今回の合宿も鯖江市役所ＪＫ課（鯖江市で取り組まれている女子高生によるまちづくりプロジェクト）と自治研のコラボ企画です。自治労のネットワーク、取組みの多様性を体感でき、全国の仲間と交流を図ることもできます！

日時：１０月１０日（土）～１２日（祝・月）

場所：福井県　鯖江市嚮陽会館

　　　　福井県鯖江市桜町２丁目７番１号

　　　　ＪＲ鯖江駅よりタクシー７分、福井鉄道西鯖江駅より徒歩３分

内容：

★１０月１０日（土）14：00～
この合宿の趣旨・心構えを理解するとともに、「ゆるいまちづくり」という市民協働モデルを学ぶ。
○講演・ワークショップ「ＪＫ課のねらいとは」

講師：若新雄純　氏

（ＪＫ課プロデューサー・慶應義塾大学大学院政策・メディア研究科　特任助教）

★１０月１１日（日）9：00～
ＪＫ課インターンを通じて、「普通の市民の声を聞く」ことを体験する。

○アイスブレイク

○ＪＫ課インターン本編

鯖江市で活動している諸団体、市職員、参加者でチームを組んでワークショップを行う。

★１０月１２日（祝・月）9：00～12：00
ＪＫ課での体験を生かし、地域で何ができるか、何をするか課題設定を行う。

○ワークショップ、プレゼンテーション、講評とまとめのレクチャー

☆参加対象者：厳密な年齢制限はなし、この企画に関心を持った自治労組合員

☆参加費：無料（交通費、宿泊費、懇親会費は自治労が負担）

✿参加希望者は組合事務所まで（参加人数は全国で最大50人までの先着順）
自治労神奈川県本部

グループ保険

新規加入受付中！

～未加入の方は是非ご検討を～

◆グループ保険

万が一の死亡・高度障害の際に保険金を給付

◆医療保障保険

病気やケガで継続して２日以上入院した場合に補償

✿パンフレットご希望の方は組合事務所まで♪


























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































